




































































































































































































































































































































































































表３ 地域連携ステーションの訪問者（例：4 月） 
  
日 曜日 訪問者 時間 目的 
4 月 印刷業者 1 名 10:00～20 分間 自主グループのフォーラムの紹介チラシの 校正について 
5 火 地域専攻科学生 6 名 14：００～15 分間 ステーションの見学 
6 水 在宅ボランティア学生 2 名 担当教員 12:00～30 分間 在宅ボランティアの説明 サークル紹介の打ち合わせ 











14 木 看護学科教員 1 名 15:0０ 在宅訪問の資料を持参 
20 水 市内中学校の教員 17:00～19:30 いずもサマースクール 2011「実行委員会」の打ち合わせ 
21 木 在宅看護演習 学生 1 名 11:30～15 分間  挨拶と写真撮影 
22 金 自主グループより 1 名 地域専攻科 10 名 
16:00～30 分間 




23 月 学生自主グループ 3 名 17:00～ 在宅訪問の写真撮影  自主グループの活動について 
25 水 老年看護学演習 学生４名と教員 11:00～１５分間 ST の説明、地域の健康サークルとの調整 
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